
平成 25 年度 生活習慣に関するアンケート調査結果の概要 

千葉県健康福祉部健康づくり支援課 

Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 

千葉県民の健康に係る生活習慣の現状を把握し、健康に関する課題を明らかにし 

今後の健康づくり施策の推進等に必要な基礎資料を得ることを目的とする。 

２ 調査対象及び抽出方法 

  平成 25 年 11 月 1 日時点で千葉県内に在住した 15 歳以上の者とし、県内を二次 

保健医療圏で９つに分類し、各地域内の健康福祉センター（保健所）を層として管轄

する市から調査地域を選択した（合計 30市町村）。調査地域の人口に応じて標本数を

比例配分し、住民基本台帳を利用して調査地域から一定のサンプル抽出を行った。 

３ 調査方法と調査実施期間 

 調査票を無作為に抽出した県民に郵送し、同封した返信用封筒にて回収した。 

(調査票発送日：平成25年10月23日、回収期限：平成25年11月11日) 

４ 調査対象者数 

  6,000人（男性3,000人 女性3,000人） 

５ 回収結果 

総回収数 2,454人（回収率：40.9％）、有効回収数 2,402人（有効回収率：40.0％） 

   ＊性・年齢のいずれかが未記入のものは無効とした 
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６ 調査項目 

（１）あなたの健康について 

（２）栄養・食生活について 

（３）身体活動・運動について 

（４）休養・心の健康づくりについて 

（５）たばこについて 

（６）お酒（アルコール）について 

（７）歯について 

（８）がんについて 

（９）健康診断について 

（10）病気について 

（11）健康に関する情報について 

（12）受動喫煙の防止について 

 

 



Ⅱ 結果の概要 

１．あなたの健康 

過去１ケ月間の全体的な健康状態が良好な（最高に良い～良い）割合は男性

72.2％、女性72.3％で、男女とも10歳代が最も割合が高くなっている。 
健康関連QOL（SF8）の各領域の得点は国民標準値（50点）より下回ってい

る項目が多い。特に「精神的サマリースコア」の平均値は48.2点で、10項目中

最も低い点数となっている。23年度同様女性と比較し男性の得点が高い。 

 

図１－１ 健康状態（全体／性別） 

 

 

 

 

 

図１－２ ＳＦ８の各尺度の得点（過去の調査との比較・性別） 
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ＳＦ８について 

ＳＦ健康調査票は、健康関連ＱＯＬ(Health Related Quality of Life)を測定する

ための、科学的な信頼性・妥当性を持つ尺度である。 
健康関連ＱＯＬとは、医療評価のためのＱＯＬとして、個人の健康に由来する

事項に限定した概念として定義されている。今回の評価に使ったＳＦ８は、大き

な調査用として用いられている。 
ＳＦ８には、国民の性、年齢、地域、都市規模等の分布と同じくなるようにサ

ンプリングして行った全国調査から得られた、ＳＦ８の平均値である国民標準値

が設定されている。 
ある対象から得られたＳＦ８の結果を評価する際に、国民標準値を基準にして、

スコアが高いほどＱＯＬが良好であることを示すものである。ＳＦ８により、健

康を８つの領域（尺度）にわけ、それぞれのＱＯＬを測定することができる。 
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肥満およびやせの状況 

肥満者（BMI≧25）の割合は全体で 20.1%と前回よりやや減少している。男性

では 40 歳代(34.9%)、50 歳代(34.0%)、で 3 割を超えている。肥満者の割合が最

も多いのは男性では 40 歳代の 34.9%、女性では 70 歳以上の 22.3%である。 

若い女性のやせは 23 年度より、10 歳代（26.3％）で 13.3 ポイント増加、20

歳代（25.0％）で 12.4 ポイント増加した。しかし、やせ志向は男女とも 40 歳

代で最も割合が高くなっている。 

 

図１－３ ＢＭＩ判定（全体／性別） 

 

 

 

 

図１－４ ＢＭＩ判定（過去の調査との比較／女性 15～19 歳、20～29 歳、30～39 歳） 
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２．栄養・食生活 

主食・主菜・副菜を「ほとんど毎日」食べる者は１人暮らしで37.4％と

なっており、同居家族がいる者に比べて低くなっている。毎日朝食をとる

者は15～19歳を除いて考えると、20歳代の男性で38.9％、女性で44.8％と

他の年代に比べ低くなっている。 

 

図２－１ 主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる頻度（同居家族別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２ 1 週間に朝食をとる回数（性・年齢別）
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３．身体活動・運動 

運動習慣については、男性は働き盛りの 30～40 歳代で、女性は子育て世代

の 20～30 歳代で低く、男女とも年代が高くなるほど、増加している。 
地域における助け合いについての意識は、性別にみると助け合っていると思

う（強くそう思う～どちらかといえばそう思う）者は、女性（41.2％）が男性

（38.5％）より 2.7 ポイント高くなっている。 
 

図３－１ 1 回 30 分以上の運動（週 2回以上、1年以上）の実施状況（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 地域における助け合いについての意識（全体／性別） 
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４．休養・心の健康づくり 

毎日の睡眠で休養がとれている（十分とれている～まあとれている）者は、

男女とも 70 歳以上と男性 60 歳代で 8 割を超えている。睡眠で休養がとれて

いない（あまりとれていない～まったくとれていない）者は、働き盛りの男性

30～40 歳代で高くなっている。 
睡眠で休養がとれない者は全体のおよそ 1／4 で、19 年度以降傾向は変わら

ない。 
 

図４－１ 毎日の睡眠で休養が十分とれているか（性・年齢別）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 毎日の睡眠で休養が十分とれているか（過去の調査との比較） 
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十分とれている まあとれている あまりとれていない

まったくとれていない 無回答



５．たばこ 

喫煙率は 17年度の調査に比べ、全体（15.4％）で 5.7ポイント、男性（24.6％）

で 9 ポイント、女性（8.0％）で 3.1 ポイントそれぞれ減少している。 
性・年齢別でみると男性女性とも 20～40 歳代全ての年代において減少して

いる。禁煙したいと考える者は男性喫煙者の 26.0％、女性喫煙者の 35.6％で

ある。 
 

図５－１ 20歳以上の喫煙状況（過去の調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 20歳以上の喫煙状況（過去の調査との比較・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ （％）

25 年 度 全 体 (2,326)

23 年 度 全 体 (2,612)

21 年 度 全 体 (2,418)

19 年 度 全 体 (2,110)

17 年 度 全 体 (2,953) 21.1

21.8

19.1

17.9

15.4

23.1

21.1

23.0

26.5

25.8

54.9

56.0

56.8

54.6

55.6

0.9

1.1

1.2

1.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%現在、吸っている 以前は吸っていたがやめた もともと吸っていない 無回答

ｎ

25年度男性 (1,033)

23年度男性 (1,163)

21年度男性 (1,034)

19年度男性 ( 925)

17年度男性 (1,314)

＜男　性＞

33.6

35.5

29.6

29.3

24.6

38.2

37.4

40.3

42.4

43.2

27.3

26.8

29.3

27.9

29.3

0.9

0.3

0.8

0.4

2.9

0% 100%
ｎ

25年度女性 (1,293)

23年度女性 (1,449)

21年度女性 (1,384)

19年度女性 (1,185)

17年度女性 (1,639)

＜女　性＞

11.1

11.1

11.2

8.7

8.0

11.0

8.4

10.0

13.8

11.8

77.0

78.7

77.3

76.1

76.6

0.9

1.8

1.4

1.4

3.5

0% 100%



 

図５－３ 喫煙状況（過去の調査との比較・男性 20～49 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－４ 喫煙状況（過去の調査との比較・女性 20～49 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ （％）

25年度 ( 72)

23年度 ( 95)

21年度 (108)

19年度 ( 72)

17年度 (116)

25年度 (134)

23年度 (165)

21年度 (157)

19年度 (130)

17年度 (170)

25年度 (146)

23年度 (174)

21年度 (129)

19年度 (119)

17年度 (177)

男
性
　

～
　
歳

男
性
　

～
　
歳

男
性
　

～
　
歳

46.3

44.5

35.7

40.8

39.0

38.8

41.5

36.3

40.6

30.6

35.3

44.4

38.9

24.2

19.4

23.2

27.7

31.8

30.5

29.5

23.5

19.2

24.2

29.1

27.6

15.5

6.9

4.6

9.5

5.6

30.5

27.7

31.8

28.7

29.5

37.6

39.2

39.5

30.3

41.8

48.3

48.6

56.5

66.3

75.0

0.8

2.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
現在、吸っている 以前は吸っていたがやめた もともと吸っていない 無回答

20

29

30

39

40

49

ｎ （％）

25年度 ( 96)

23年度 (127)

21年度 (140)

19年度 ( 99)

17年度 (183)

25年度 (200)

23年度 (233)

21年度 (222)

19年度 (214)

17年度 (251)

25年度 (180)

23年度 (241)

21年度 (215)

19年度 (176)

17年度 (262)

女
性
　

～
　
歳

女
性
　

～
　
歳

女
性
　

～
　
歳

14.2

15.9

15.3

12.4

11.7

17.5

16.8

18.9

14.6

12.5

18.0

16.2

12.9

9.4

8.3

18.8

11.4

8.4

15.8

15.0

12.4

9.3

15.3

21.9

19.5

13.1

13.1

9.3

8.7

9.4

67.0

71.6

75.8

71.4

70.6

70.1

73.4

65.8

63.5

66.5

68.9

70.7

77.1

81.9

82.3

1.1

0.5

0.4

2.8

0.5

1.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
現在、吸っている 以前は吸っていたがやめた もともと吸っていない 無回答

20

29

30

39

40

49



６．お酒（アルコール） 

飲酒する者（無回答者を除く）のうち、＊飲酒量が多い者の割合は男性

21.9％、女性 24.4％と女性が 2.5 ポイント高くなっている。 
 

＊飲酒量が多い男性：毎日または週 5～6 日で 1 日あたり 2 合以上飲酒 
週 3～4 日で 1 日あたり３合以上飲酒 
週 1～2 日または月 1～3 日で 1 日あたり 5 合以上飲酒 

 
飲酒量が多い女性：毎日または週 5～6 日、週 3～4 日で 1 日あたり 1 合以上飲酒 

週 1～2 日で 1 日あたり 3 合以上飲酒 
月 1～3 日で 1 日あたり 5 合以上飲酒 

 

図６－１ 飲酒状況と1日の飲酒量からみた飲酒量が多い人の割合（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 飲酒状況と1日の飲酒量からみた飲酒量が多い人の割合（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数、下段：構成比（％）

男
性
で
飲
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す
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人
全
体
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合
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満
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２
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３
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）
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３
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４
合
（
　
　
）

未
満

４
合
以
上
５
合
（
　
　
）

５
合
（
　
　
）
以
上

　
無
　
回
　
答

740 247 257 156 54 9 12 5

100.0 33.4 34.7 21.1 7.3 1.2 1.6 0.7

294 65 116 74 29 3 6 1

100.0 22.1 39.5 25.2 9.9 1.0 2.0 0.3

116 38 42 28 5 3      -      -

100.0 32.8 36.2 24.1 4.3 2.6      -      -

96 40 35 10 7      - 3 1

100.0 41.7 36.5 10.4 7.3      - 3.1 1.0

99 37 34 18 7 1      - 2

100.0 37.4 34.3 18.2 7.1 1.0      - 2.0

135 67 30 26 6 2 3 1

100.0 49.6 22.2 19.3 4.4 1.5 2.2 0.7
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性
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男 性 で 飲 酒
す る 人 全 体

毎 日

週 ５ ～ ６ 日

週 ３ ～ ４ 日

週 １ ～ ２ 日

月に１～３日
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）

５
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（
　
　
）
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上

　
無
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答

515 268 160 54 18 4 4 7

100.0 52.0 31.1 10.5 3.5 0.8 0.8 1.4

94 34 37 19 4      -      -      -

100.0 36.2 39.4 20.2 4.3      -      -      -

54 26 24 2 1 1      -      -

100.0 48.1 44.4 3.7 1.9 1.9      -      -

62 33 23 2 3      - 1      -

100.0 53.2 37.1 3.2 4.8      - 1.6      -

110 65 29 11 4      -      - 1

100.0 59.1 26.4 10.0 3.6      -      - 0.9

195 110 47 20 6 3 3 6

100.0 56.4 24.1 10.3 3.1 1.5 1.5 3.1

〈
女
　
性
）

女 性 で 飲 酒
す る 人 全 体

毎 日

週 ５ ～ ６ 日

週 ３ ～ ４ 日

週 １ ～ ２ 日

月に１～３日

180
lm

900
lm

360
lm

540
lm

720
lm

900
lm



７．歯 

定期的に歯科の健康診査を受診している者は 41.7％で、17 年度から増加傾

向にある。定期的な歯石除去や歯面清掃を受けている者は 37.9％で、17 年度

から増加傾向にある。 
歯ブラシ以外の器具による手入れを実施している者（ほぼ毎日使っている、

週に 1 回程度使っている、不定期）は 55.7％で女性はほぼ 6 割が実施してい

る。 
 

図７－１ 定期的な歯の健康診査の受診状況（過去の調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２ 定期的な歯石除去や歯面清掃の実施状況（過去の調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ （％）

25 年 度 全 体 (2,402)

23 年 度 全 体 (2,694)

21 年 度 全 体 (2,500)

19 年 度 全 体 (2,172)

17 年 度 全 体 (3,063) 31.0

33.7

37.6

39.7

41.7

68.0

65.2

61.2

59.1

56.9

1.0

1.1

1.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%はい いいえ 無回答

ｎ （％）

25 年 度 全 体 (2,402)

23 年 度 全 体 (2,694)

21 年 度 全 体 (2,500)

19 年 度 全 体 (2,172)

17 年 度 全 体 (3,063) 27.9

30.2

33.0

34.5

37.9

70.9

68.6

65.5

64.3

60.2

1.2

1.2

1.6

1.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%はい いいえ 無回答



８．がん 

最近 1 年間のがん検診の受診状況は、「受けていない」は男女とも平成 23
年度より増加している。「胃がん」は女性では平成 19 年度以降、「肺がん」は

女性では平成 17 年度以降減少傾向にある。 
未受診の理由で最も多いのは「自覚症状がない」が 42.3％で、平成 23 年度

より 17.7 ポイント高くなっている。 
 
図８－１ 最近１年間のがん検診の受診状況（過去の調査との比較・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８－２ がん検診を受診していない理由（全体／性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胃がん

肺がん（胸部エックス線
検査や喀痰細胞検査）

大腸がん

子宮がん（女性のみ）

乳がん（女性のみ）

受けていない・無回答

＜男　性＞ ＜女　性＞

32.3

35.1

28.9

52.9

34.4

40.4

29.0

48.5

34.6

39.1

27.5

49.2

31.5

38.1

28.3

37.8

45.7

30.8

0 10 20 30 40 50 60

25年度男性（ｎ＝1,071） 23年度男性（ｎ＝1,199）

21年度男性（ｎ＝1,074） 19年度男性（ｎ＝  949）

17年度男性（ｎ＝1,368）

（％）

25.2

28.5

26.8

31.4

32.3

44.4

27.3

32.1

27.7

35.8

35.5

40.1

28.5

33.2

24.8

33.1

32.5

42.1

29.7

35.2

28.8

34.3

30.8

28.6

36.7

23.8

31.6

27.6

0 10 20 30 40 50 60

25年度女性（ｎ＝1,331） 23年度女性（ｎ＝1,495）

21年度女性（ｎ＝1,426） 19年度女性（ｎ＝1,223）

17年度女性（ｎ＝1,695）

（％）

自覚症状がない

お金がかかる

日時が合わない

前回の検査で異常がなかった

検診の対象年齢ではない

健康に自信がある

検診場所や日時を知らない

検査に羞恥心や苦痛を伴う

がんといわれるのが怖い

検査に不安や疑問がある

がんで通院・入院・自宅療養中

その他

無回答

42.3

19.4

16.8

15.5

14.4

12.4

11.7

8.4

8.3

6.9

0.9

12.7

2.9

47.7

20.4

13.1

13.1

17.9

14.9

14.2

3.3

7.5

3.3

1.6

11.1

3.3

37.0

18.4

20.4

17.9

11.1

10.0

9.3

13.3

9.1

10.4

0.2

14.2

2.6

0 10 20 30 40 50 60

全　体（ｎ＝1,119）

男　性（ｎ＝  549）

女　性（ｎ＝  570）

（％）



９．健康診断 

過去 1 年間に健診や人間ドックを受けた者は全体では 66.7％で、平成 23 年

度（66.8％）とほぼ同じとなっている。また、健診や人間ドックを受けた者は

男性（69.5％）、女性（64.4％）で男女差は 5.1 ポイントとなっており、平成

23 年度の男女差（15.6 ポイント）より縮小している。 
性別で平成 23 年度調査と比較すると、「職場が実施した健診」は男性（52.3％）

で平成 23 年度（55.5％）より 3.2 ポイント減少している一方、女性（42.4％）

で平成 23 年度（38.9％）より 3.5 ポイント増加している。 
 

 
図９－１ 過去1年間の健診や人間ドックの受診状況（全体／性別） 
 

 

 

 

 

 

図９－２ 過去1年間の健診や人間ドックの受診場所（過去の調査との比較・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ （％）

全 体 (2,402)

男 性 (1,071)

女 性 (1,331) 64.4

69.5

66.7

31.2

24.7

28.3

4.4

5.8

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%はい いいえ 無回答

職場が実施した健診

市町村が実施した健診

上記以外で自主的に申し込んだ
健診・人間ドック（医療機関等）

無回答

　　　　＜男　性＞ 　　　　＜女　性＞

52.3

27.0

25.5

1.1

55.5

26.3

22.2

1.4

0 10 20 30 40 50 60

25年度男性（ｎ＝744）

23年度男性（ｎ＝905）

（％）

42.4

39.4

26.1

0.8

38.9

40.0

26.9

2.6

0 10 20 30 40 50 60

25年度女性（ｎ＝857）

23年度女性（ｎ＝895）

（％）



１０．病気 

医師から言われている病気等では「高血圧症」が最も多く、次いで「腰痛・

膝痛・肩痛・足部痛」、「高コレステロール血症」、「糖尿病」であった。 
糖尿病と言われている人の 89.1％は治療を受けており、平成 23 年度に比べ

男性は 4.1 ポイント増加したが、女性は 2.8 ポイント減少している。 
 

 
図１０－１ 糖尿病の治療状況（全体／性別） 

 

 

 

 

 

 

図１０－２ 糖尿病の治療状況（過去の調査との比較・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ （％）

全 体 (174)

男 性 (118)

女 性 ( 56) 92.9

87.3

89.1

0.8

0.6

1.8

4.2

3.4

5.4

5.9

5.7

1.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%治療を受けている 治癒した 治療を中断した 治療を受けなかった 無回答

ｎ

25年度男性 (118)

23年度男性 (107)

21年度男性 (135)

19年度男性 ( 86)

＜男　性＞

90.7

80.0

83.2

87.3

1.2

3.0

1.9

0.8

4.7

5.2

3.7

4.2

3.5
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8.4

5.9

2.8

1.7

0% 100%
ｎ

25年度女性 ( 56)

23年度女性 ( 69)

21年度女性 (130)

19年度女性 ( 46)

＜女　性＞

97.8

83.8

95.7

92.9

2.3

2.2

4.6

1.4

1.8

6.9

1.4

5.4

2.3

1.4

0% 100%



１１．健康に関する情報 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を知っている者は女性 60 歳代

で 24.7％と高くなっている。 
ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について、「内容を知っていた」者は女性

（29.1％）が男性（23.8％）より 5.3 ポイント高くなっている。 
 
 

図１１－１ ロコモティブシンドロームの認知度（性／年齢別） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
図１１－２ ＣＯＰＤの認知度（全体／性別） 
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男 性 全 体 (1,071)

15 ～ 19 歳 ( 38)

20 ～ 29 歳 ( 72)

30 ～ 39 歳 ( 134)

40 ～ 49 歳 ( 146)

50 ～ 59 歳 ( 153)

60 ～ 69 歳 ( 247)

70 歳 以 上 ( 281)

（ 再 掲 ）

75 ～ 79 歳 ( 82)

（ 再 掲 ）

80 歳 以 上 ( 68)

＜男　性＞
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25.6
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2.6
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2.0

2.1

3.7

1.4

4.5

0% 100%
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15 ～ 19 歳 ( 38)

20 ～ 29 歳 ( 96)

30 ～ 39 歳 ( 200)

40 ～ 49 歳 ( 180)

50 ～ 59 歳 ( 195)

60 ～ 69 歳 ( 308)

70 歳 以 上 ( 314)

（ 再 掲 ）

75 ～ 79 歳 ( 82)

（ 再 掲 ）

80 歳 以 上 ( 94)

＜女　性＞

12.8

18.3

19.7

24.7

17.9

13.9

8.0

10.4
5.3

17.0

23.4

26.8

23.9

26.6

20.5

14.4

11.0

18.8

10.5

20.1

52.1

46.3

46.8

44.8

59.0

70.0

79.0

69.8

81.6

58.8

11.7

8.5

9.6

3.9

2.6

1.7

2.0

1.0

2.6

4.2

0% 100%
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１２．受動喫煙の防止 

受動喫煙による非喫煙者の健康の影響については、79.2％が「知っている」

と回答しており、平成 23 年度（85.9％）と比べ 6.7 ポイント減少している。     
飲食店選択時に禁煙・分煙表示を参考にするかについては、男性が 45.9％

に対し、女性が 60.9％で 15 ポイント高くなっている。 
建物内禁煙としてほしい施設は「病院・診療所」が78.9％で最も高く、次

いで「学校」が63.6％、「食堂・レストラン・喫茶店等の食事提供が主な飲食

店」が47.0％、「劇場・映画館」が38.8％などの順となっている。 
 

図１２－１ 受動喫煙による非喫煙者の健康の影響への認知度 

（過去の調査との比較） 

 

 

 

 

 

図１２－２ 飲食店選択時に禁煙・分煙表示を参考にするか（全体／性別） 
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